
自動血球計数 CRP 測定装置  

当院では自動血球計数

CRP 測定装置 

Microsemi LC-767CRP

を導入しています。こ

の装置は血算 18 項目と

CRP 濃度の同時測定が

可能。検体吸引量も

CBC＋CRP でわずか

18μL と微量のため、採血の負担を軽減でき

ます。 

感染症や炎症性疾患などに罹患すると白血球

が増加したり、CRP という炎症反応が増加し

たりしますが、発熱患者さんの状態の把握に

有用と考えて導入しています。また貧血の有

無もその場で分かりますのでその後の対応が

早く可能となります。 
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